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曲目解説 ●白石隆生

＊フランツ・シューペルト 固 春の信仰

Franz Schubert F『iihlingsglaubeD.686 

ンユーベルト (1797~1828)は、ベートーヴェン (1770~ 1820年に、叙梢詩人のウーラント (Ludw;gUhland / 

1827) とほぼ同時代に牛き、 占典派の巨肛を心から~~ 1787~1862)の詩に；＇「かれ 、民謡的な説しさをもつ、 2節

敬し、非儀の際には袋地まで棺を担いで死を悼んだ。 からなる有節形式。ピアノの左手の6述音符が、木々

13歳から作1111を始めたシューベルトは、サリエリにも の染のざわめきと、長く厳しい冬から解放された喜び

学ぴ、 I.I'_汎に6001111以卜もの歌1111を残した。彼はi'i'1ll1 の心を巧みによしている。朴風のような軽やかな歌。

で牛社を1/.てられることができた最初の行楽家とい 感銘をよびおこす旋律が実に芙しい。

われ、 ,Ii民的な親しさの中に、初期ロマン派の高い音 「稔やかな風が1-1を北ますと、夜となく昼となくざ

楽性があふれている。 わめきながら、いたるところに吹きわたる。おお、新

鮮な呑りと評きょ。さあ、哀れな心よ、心配しないで。

田 夕映えに すべてが生まれ変わるのだから」

Im Abendrot D.799 「l胆がはl」ごとに美しくなってゆく。どこまで旅脱に

静かで宗教的な劣囲気をもつこの歌は1824年ばlに なってゆくのか、誰にもわからない。辿くの谷間に花

ラッペの詩に,;,rかれた。竪琴を息わせるピアノの J-.に、 が咲き誇る。さあ、哀れな心よ、悩みを忘れよ。すべ

美しく表t,'i戦かに歌われる、静けさの中にも爪みの てが牛まれ変わるのだから」

ある歌1111である。

「おお、あなたのIll:界の何という美しさ。父よ、 Jlt界

が金色に師き、あなたの前iきが地にふり沈ぎ、埃を絨

細に染めるとき、匹にきらめく夕焼けが、静かに窓に

注ぐ」

「私は1咬き、怯えるだろうか？ あなたと私は送巡

＇ するだろうか？ いや、私はこの/f>1に、あなたの空を

しっかり抱こう。そして、この心が/biれる前に、あな

たの輝きと光を飲みほそう」

困至福

Seligkeil D.433 

3拍r-のこの歌は、レントラー （オーストリアとドイツの
山岳地方の民族第曲）の索朴さと、明るさがある。染諮

に「楽しげに」と指示があり、小品ながら、愛する恋

人とともにいる褐びが、軽快に歌われる。ヘルティ

(Ludwig Heirvich Ch'istop'i咽 tyI 1748~1876)の詩に1816年

に廿かれた。



「限りない}'{-ぴが、犬l •Iの御党に咲いている。 犬使や

f{された人たちととともに、父たちがいっていたよう

に。ああ、私もそこで、水辿の喜びを得たい, ;arに
でも優しく、火の化嫁がほほえみ、竪琴と詩編が特き、

抒で踊り歌う。ああ、私もそこで、永遠の喜びを得た

い！」

「でも、恋人が俊しくほほえむから、私はここに留ま

りたい。Ill{;序しが;•;-げてくれるなら、もう悲しむこと

はないよ、と。そうすれば私は辛せになって、恋人と

いつまでもこのIll:にいたい！」

困 糸を紡ぐグレートヒェン

Gretchen am Spinnrade D.118 

シューベルトはゲーテの詩に731111もの歌を，＇｝いて

いるが、文磁が彼を評価しなかったのは小息議であ

る。この長い歌は、戯1111『ファウスりの中でファウス

トヘの熱い想いを歌ったもので、不安な心t,'iを巧み

に必すピアノの!・.に、次節に感情が翡まり、址後は失

紅に紺るという内容。1814年、 17歳の時の作品。

「私の心の安らぎは失せてしまった。私の心は前い。

私は心の安らぎを、もう決して見いだせない。あの）j

(/)いないところは、私にとって袋場。すぺての世界が、

私をみじめにしてしまった。私の哀れな頭は、狂って

しまった。私の哀れな心は、張り裂けてしまった」

「あの方を求めて、窓から外を眺め、あの方を追って、

家の外にでる。あの）jの1こ品な歩み。あの方の気，謁

いお姿。あの力の11のほほえみ。あの力の眼の光。そ

して、あの方の流脱で、魅）J的なぶし）j。あの方の手

のi[（み。そして、ああ、あの方の口づけ」

r私の胸は、あの方に引きよせられ、ああ、あの方を

抱きしめ、そして、口づけを交わしたい。息う存分、

身が浴けてしまうまで。私の心の安らぎは失せてし

まった。私の心は屯い」

0リヒャルト・シュトラウス

Richard Strauss 

リヒャルト・シュ トラウス (1864~1949)は，'r年時代か
らi',i楽ばかりではなく、文学や哲学、美学にも典味

を他き、 ,r.i1よい教投を自ら庄いていった。18歳の時

に作1111した歌1ll1「献足」はシューベルトと1,,1じような

,,,. 熱な才能を示し、彼は生詳に渡って歌1111を1'[き紐

け、彼の創作の中で重要な位111を占めている。ワー

グナーの彩押を受けながらも、洗純された旅脱な符

弦楽法でオベラの傑作を残した。

固親しき幻影

Freundliche Vision Op.48/1 

1900年(36歳）、ピアバウム (Olla_.,1;us Blerbaun / 1865 

~1910)の詩に古いた作品48は、全部で51111からなる。

この歌は、炭ハ長調の属七の手11(',-から、 ―,1吼りの二長

講に絶妙に転潤する前奏で始まり、ピアノは一!'tし

て同じi'¥-型を静かに奏でる。微妙に変化する:fl加の

9贅きのうえに、 抑制された声が、愛する人と共イiする
時間をじっ くりと味わうように詩tiH~かに歌う。いつ

までも余龍tが残る珠 kの作品である。

「私はそれを必のなかで見たのではない。明るい真

昼に[Iの前に見たのだ。ひな菊が咲き誇る広い野原、

策低から見えるi'Iい家、 神 し々く輝いている」

「そして、私は愛する人と一絣に、安らかな気持ちで、

冷たくはやかな、この(・1い家の,i,に人ってゆく。芙しさ

に沿ちて私たちの訪れを待っている。そして、私は愛

する人と一糾に、美しさに泌ちた'I牙110)なかへ行く」

困 あすの朝

Morgen Op.27/4 

作品27if)「四つの歌」の小のひとつで、マッケイ

（珈呻Mackay/ 1864~ 1933)の詩による。マッケイは

ドイツでt,f,fh!したスコットランド11,.まれの詩人。ピア

ノの浄かで!ell象的な前炎に続いて、 祈りのように芙し

い歌が、淡々とふたりの愛を，沿るように歌う。箪者は

初秋のウィーンの森で、こうした‘，卯l用気を息わせる佑

屈を経験したことがある。ピアノだけでも独立した小

品であり、 nti索な中にもi姐成された旋律の美しさは

比類がない。歌手にとって、）!Tのコントロールとデイ

クションの妙味を求められる、，•:,;度に秤楽的な珠玉の

作品である。

「そして、あすの朝、協はまた昇る。私が歩む近のト

で、この協光が息づくなかで…')'福な私たちをふたた

ぴ粘ぴつける。そして、 1'fくひろがる浜辺に、私たち

， は淮かに降りてゆく。黙って、おたがいに見つめあう。

浄寂に滋ちた辛福が、私たちに降りそそぐだろう」

団献呈

Zueignung Op.10/1 

シュトラウスの歌1111のq,でも、最も良く知られた作

品で演奏の機会も多い。 '•'·くから才能をIll!化させた

シュ ト ラウスは、 1 88 1 年には'•'· くも交•,'l! 1ll1 弟 1番を作

llliして、 1882年にはウィーンに演奏旅行をしてn作
を紹介している。この歌は1882年に杏かれた。将米

性に忠まれた,'i年の炸々しい心梢が、シューマン風

のピアノ伴炎にのってのぴのぴと歌われている。J,,t

後はオペラ的な1ムがりと、ダイナミックな押きをもっ

て堂々と終わる。

「そう、 れは}IIっている、愛する魂よ。私が遠く離れ

て苫しんでいるのを。愛は人の心を病ませる。私の感

湖を受けてください！」

「いつか、洒を愛する私が、水品の杯を砂くかかげた

ときに、社はその杯を祝幅してくれた。私の感湖を受

けてください！」

「社はその,i,に悪霊を1月じ込めてくれた。私がけとち

がう人間となって、 i,'iらかなれの胸に沈みこむまで、

私の感謝を受けてください！」

衡ヨハネス•ブラームス

Johannes Brahms 

プラームス (1833~1897)は牛i玉にわたって声楽1111を

作1111、歌11112001111、・. if(l(Ji11120illl、四重叫鼎601111を

残した。彼が蚊も｛紅敬した作1111家と可われるシュー

ペルトや、彼を111:にIllした恩師シューマンと同様、プ
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ラームスの歌1111には、抒t,'i件や訪への深いJll!解と愛 かに涼う」

↑けが色濃く反映している。古典的な,,,,法を/ilい、地 「でも、それを言船でとらえ、この1恨でたしかめよう

味ながらも ドイツt,'ifll,(ウィーン精神）のもつ雄弁さや索 とすると、霧のように色あせて、Iiiぶ！．のようにil'iえて

朴さ、）L巾J誰価さを表視し、それがプラームスの歌1!11 しまう」

全体の特徴ともなっている。 「それでもなお諒の乱lfltに、芳しい香りが低れていて、

静かな芽から、うるんだl恨が悛しくよぷ」

[[]あなたの青い瞳

Dein blaues Auge Op.58/8 

1873年にグロート (KlausGroth / 1819~1899)の詩に，1::

かれた。〈アルト・ラプソディー〉 など）~.楽の）J作を

完成させたlり熟期の作品。1節だけの歌であるが、表

現力は充実した逸品である。

「あなたの廿いII窮は静けさをたたえている。私はその

瞳の底まで見人っている。『何を見ているの？』とあ

なたは尋ねる。私は癒されたfl分自身を見ている」

「輝く2つのUMが私を燃え立たせ、その名残がいまも

術みを残している。あなたの瞳はi1籾のように沿み、そ

の涼しさは悔のようにつめたい」

匝l調べのように
Wie Melodien zieht es mir Op.105/1 

1886年にグロート (1819~1899)の詩に内かれた、静

けさの中に梢熱を秘めた美しい作品で、,,,]時期の

ヴァイオリン ・ソナタ第2番のように芸術竹の高い否

りを放っている。

「それは濶べ0)ように作かに、私の心に染みわたる。

まるでイ砂の花のように咲きほこり、香りのようにほの

⑩甲斐なきセレナーデ

Vergebliches Standchen Op.84/4 

作品84の5 11~はいずれも対話風の内容で、このセ

レナーデも二頂唱で歌われることもある。オ年者は好き

な娘に恋を必化で打ちlリlけるが、娘にすげなく断ら

れてしまうという内容。

「こんばんは、私の愛しい人よ。社を慕ってやってき

た。さあ、扉をl!Hけておくれ！」

「訓は1月まっています。入れる訳にはいかないわ。お

1サさんが忠告したの。あなたを中に入れたら、もうお

しまいだって」

「夜は冷たく、風も身をきるようだ。ぽくの心は棟え

そうだ。恋しい心も消えそうだ。お崩iいだから扉をIJfl

けて！」

「あなたの息いは、消えたほうがいいのよ ！ お家に

帰ってお休みなさい。どうぞ、お休みなさい」

⑪永遠の愛

Von ewiger Liebe Op.43/1 

1864年にヴェンツィヒ (JosefWenz1g / 1807~1876)の

諒に作1111された。191せ紀的な良剣な恋愛観をもつ女 わたる剖作のIJ凡点であり、 《花の街》は戦後の19)るさ

性と、幾分気の弱い，'r年との対話の形で描かれてい と平fllを象徴する歌として親しまれている。〈はる》

る。民謡風の索朴さの中に、いかにもプラームスらし （谷川俊太郎作詞） は1和の喜ぴを歌った名 1111 。 「火 1~1の瀾

ぃfllが進行と旋jjlが表現>/¥'かに歌われる。蚊後は女 子」といわれる変卜長溝で；りかれている。li!Iはエッセ

件の知・:;さと感動が1ぷわってくる名1111である。 イストとしても知られ、随箪集 rパイプのけむり』に

「森も野もすっかりlli'iくなり、夜のとばりがおり、辺り は、rn,敬rも紹介されている。
は静まっている。明かりも、 立ちのほるP!iもない。ひ

ばりの歌州もすっかりやんだ」

「村から店者が出てきて、 恋人を家に送って行く。柳

の繁みを通りすぎると、 2人は様々なことを晶りあっ

た」

「れが叫加をうけ、悲しみを受けるなら、1災のことで、

人の1•~1 りに悩まされるのなら、愛は瞬<1/IJには消えて

しまうだろう。佼たちがすぐに結ばれたように、 lflが

ふり、 風が吹くように別れてしまうだろう」

「娘は沿った、こう話った。『私たちの愛は決して離

れたり しません ！ 鋼や鉄もJ,'iいけれど、私たちの

愛はもっと強いのです。 銅や鉄は打たれて形を変え

るけれど、私たちの愛は誰が変えることができましょ

う？ 鉗や鉄は浴けるけれど、私たちの愛は永辿に

粒くでしょう！』」

漸日本歌曲

堕固伊玖磨：はる

[Wli)tJ久1/¥(1924~2001)は束京邑柑術火学作1111科を卒業、

, R本を代iとする作1111家としてオペラ、歌IIIJ、交押1111、

窟，訴、映11l1iJ"i'楽等を多く残した。特に歌1111はり神に

⑲越谷達之助：初恋

越谷逹之助 (1909~1982)はFl本の音楽教育家、作

1111家、ピアニストとして泊躍。火）j¥音楽学校師範科

卒来。第次lit界 大戦後は、 1『Iii学院蒻如II、大学、

知人溝師とiりff教れを務めた。討人のイ_j川l啄木 (1886

~1912)が安節子との初恋を想って歌った詩に作1111さ

れた。llfl和13年に初演され名歌手の且11iJ,i1に棒げら

れた。

⑭ 小松耕輔：母

はるかな故郷の丹を忍んで歌った、 wi:求竹久炒ニ

の詩に小松耕輔 (1884~ 1 966) がつけられた柔らかな~ll o

憾似的な中にも、温かみが憾じられる。

⑮ 小林秀雄：落葉松

小林秀雄 (1931~2017)は、 巣）j(府11,_まれの作1111家で、

束）；（藝術大学作1ll1科を卒業。）lT楽（歌曲・合唱曲）およ

びピアノ1111を上に手がけ、特に独11.11111「落菜松」（野

上彰作詞、後に混声合唱。女声合唱・男声合唱に編曲される）はイi

名。
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＊フーコ•ヴォルフ

Hugo Wolf 

ドイツ歌1li1は、フーゴ・ヴォルフ (1860~1903)にi:っ

て、ロマンの香り股かなIii:界を展開することになる。

ワーグナーに心酢したヴォルフは、極限の機能禾1/J打

法とドイツ話による歌詞の見>Jfな磁利によって、歌11!1

のI!!界に独1・1の斬新なよ現を実現し、ゲーテやメー

リケ、アイヒェンドルフなどの詩に幣しい数の歌1li1を

伽 11,した。彼の作品はほとんどが歌1111で、純粋な歌

,11, の作1!11家として、シューベルトとならぷドイツ歌1111

のIi足となった。

歌曲集《ミニョン》（全4曲）

Mignon 

「ミニョン」 41111は、文ぷゲーテの 『ヴィルヘルム・

マイスターJQ)中の両からとられた。

固 語らすともよい

Heiss mich nicht reden 

短いながら、巧みな禾II芹法と詩との対比が、 1i1,i1l;

いよ現を可能にしている。＼―間のフォルテの利音がミ

ニョンの投雑な胸を表し、心の拙移がピアノの-¥11声

によって巧みに綴られていく。

「私に語れと命じないでください。それを秘密にして

おくのが私の義務ですから。できることならばすべて

い払うように、その秘密もいつかは明らかになること

でしょう。かた<111ざされた岩でもその心の内をIJflき、

奥に秘めた泉を惜しむこともなく、 i勇きださせるので II 

すから」

⑰ ただ憧れを知る人だけが

Nur wer die Sehnsucht kennt 

シューベルトとチャイコフスキーもこの詩に作鼎し

ている。辿くの恋人への息いと、不安に駆られた心様

を描いている。ド降行形と曖味な調性はシェーンベ

ルクの12音名楽を予感させる。

「ただ憧れを知る人だけが、私の悩みをわかるので

す。あらゆる喜ぴと楽しみから、ひとり隔てられ、私

は遥かかなたの胄空を仰ぐ。ああ、私を愛し、わかっ

てくれる人は、辿いところにいる。そう息うと胸がさ

わぎ、つらい思いに駆られるのです。ただ僅れを知る

人だけが、私の悩みをわかるのです」

匝］ もうしばらくこのままの姿に

しておいてください

So laBt mich scheinen 

ピアノのバスの一J'tしたシンコペーションは、 1咬き

のために年老いたミニョンが死に旅立つ糾踊を息わ

せる。1J、J戸の1可年階進行が揺れ動く心槌と、静寂が

支Mする火l叶への節れを息わせる。

を語りたいのです。でも、それができないのが私の述 「もうしばらくこのままの姿にしておいてください。こ

命なのです。ときがきて、明るい太賜がII;';い1科l夜を姐 の白い衣装もとり上げないでください。もうすぐ私は

必しいこの世から、あの軋にいくのですから。あの111:

で横になって静かにしていれば、新しい黄泉の国に

も栢れることでしょう。そうすればこの美しい衣装も、

ベルトも冠もすべていらなくなります」

「天に外るときは、リ）女の区別もなく、からだは泊め

られ、衣装もまといません。現枇の苦労もなく生きて

きましたが、心の射だけは深く街つき、あまりにも速

く年老いてしまった。またふたたび、永遠のわさをり・

えてください」

⑲ 君よ知るや南の国

Kennst du das Land 

ベートーヴェン、シューベルト、シューマン、 トーマ、

チャイコフスキーもこの詩に作illlしている。3部から

なる詞にピアノと歌が絶妙な転湖やリズムの変化を

見せる。1888年の作。

「ご存矢IIですか、レモンの花咲く1玉1を。緑の梨陰には

オレンジが実り、行い空から優しい風がそよぐHを。
そのl!Iへ、その国へ！ あなたと2人で行き、 明るい

広Iiりと、静かな名l渥、大理石の立像はつねに優しく、

穏やかなまなざしで私を見下ろしてくれる。ご存知で

しょう？ その国へ、その国へ！ あなたと2人で行

きたいのです、ああ優しい）)"!」

「ごti知ですか、 1111:11にかかる索の掛け柏を、ロバが
喘ぎながら登る、竺がかかるIii道を、龍が住む、太古
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の洞窟を、切り立つ断庄から流れおちる瀧を。そのIJil

へ、そのl!lへ！ さあ行きましょう、ああ、父のような

あなたと 1」

＠アンコール

両 成田為三：浜辺の歌

成Ill為_:(1893~1945)が東京音染学校 （現在の東京藝

大）に在学中、松'i渓の訪に釦Iiiした歌で、戦前から

広く愛唱されている、 II本歌111111)名作。Lllil孜子の故

郷、 沿1南海岸をイメージして，'rいたといわれていて、
石碑がある。

固 ジーツィンスキー：ウィーン、わが夢の街

Rudolf Sieczynski: Wien, du Stadt meiner T『iiume

ウィーンの民謡といわれるほど広く親しまれてい

るこの歌には、ウィーンヘの性れと郷愁が込められ

ている。ポーランド系の作1111者ルドルフ・ジーツィン

スキー (1879~1952)は市役所に勤めていた役人で、こ

の作品は20世紀初如に発表されると、瞬くIiりに111:界

的に有名になった。ゆったりとしたワルツのテンポで、

ウィーンなまりのドイツ話で情緒たっぷりに歌われる。

「私のこころはいつもウィーンにNiれている。そこは

私の故郷。辿く離れていても、懐かしさは尽きない。

そして、辿くから歌がIJりこえてくる。ウィーンこそわ

が炒の街。私が幸せになる街、それがウィーン！」



プロデューサー•ノ―卜 •井阪紘 プロフィール
(I石敬 fさんは、 1976年にII本人としては初めて

ウィーンlヽlヽ・,:歌劇楊に専屈歌手として契約した歌い手

である。それ以前には人低1-"I一のようにウィーンの{'j・

梨大学で学んで、グラーツの歌劇場の専属を勝ち得た

人もいたが、 i'l1il孜{-さんの来箱は快裕と，iってよい。

私は1974年煩からウィーンでレコーデイングを始

めたから、彼女の活削は柚IIで1眺めていたが、特に

接、1・'.(はなく、時折、ウィーンのFl本レストラン、そう、

叩1ふジンガース トラッセのIYiにあった 「レストラン束

） j(」あたりですれ述ったことはあったが、かをかけて

話をすることはなかった。

1'11i敬{・さんを録{¥・するようになったのは、 彼女

がウィーンを•JI き払って 11 <1'に加ってきて、 地元の藤

沢オペラで歌うようになった後の、 2000年からである。

彼女がウィーン・フィルのクラリネット印術のベー

ター・シュミードルにレコーディングについて相談

したところ、 「II本で3求i'iするのなら、ウィーンの{¥・

楽をよく欠IIっている彼しかいないのではないだろう

か？」と庇められたらしい。

録J'i・するJiijに、 初めて会ったIIわから、今H¥・i甜動を

するのなら、すべてに最，・::;o)-P,現）j法を求めて厳し

叫l : •Jfになりますよ―と念を押してスター トした。

2000年、シューペルトで始まったすべての3求{¥・で

ピアノをりjiかれたのは、ご ]'.人のDli降化さんだった。

一枚一枚のふrn-で、 2人の栄光あるキャリアに傷

をつけるような{!:・Jiをさせてはいけない、という考え

が私の頂にあった。以米、 2008年のマーラー歌1111集

までに7枚のアルパムを制作した。 さらには、紀ltlJI•

ホール等で絞けてきたリサイタルも録i子し、ファンの

特様に；記念として手渡すため、 2012年までに4枚の

ライヴ・アルバムを自キー制作された。

レコーデイングの桔み屯ねで、 1'1./iさんが斜ii密に

追求し粒けたその歌唱は、どんどん戸の芸術の奥必

とも言える翡い表現}J を持つようになった。 その —/',\

エリック・ヴェルパに就いて学んだことが、次々と雁

認できるようになった、と彼女は確f,¥を持って，俯る。

ここ数年の刹気との葛藤の中でも、歌うII栢は変

わることなく、 一歩一歩と深まっているのが群台から

llHこえてくるようになった。

2017年、今年のリサイタルは、その極みであり、彼

女の 1・1111で1り快な歌唱のT!i点に来たことを示す索

Iii'/らしいコンサー トであった。それゆえに、このライ

ヴはカタログに!JIIえても良いのでは・・・・・・と彼女に勧

めることになったし、このコンサートこそは、 2015年、

いつもビアノを弾いていたご―t人の1'1./i! 知1,_さんの
突然の逝去に1伶げる追仲になったに迩いない。

降'I'.さんに代ってピアノを弾かれた~J I摂さんも、

ヴェルパにリー トの伴奏を学ばれた俊英。彼女のよ

11,'iらしくよい共浙があって、このライヴふki'iはn屯な
ものになったと息っている。

●白石敬子（ソプラノ）

Hiroko Shiraishi, soprano 

薦沢Tlilll身。幼少よりピア

ノとパレエを学ぶ。横浜iiiヽi:

桜応匂校の合1y 1 部で令 l •I 人

会に/II場。武蔵野介楽人学）Ii 

楽科卒業・l司が攻科修 f。オペラ 《フィガロの結婚》

の11·1爵火人でデビュー。 l • I際 RCIIHり奨学生として

ウィ ー ンに情学。 ウィーン 1 •1v: {'i楽人学を最悛秀i"i
席で卒業。グロスマン、ギューデン、スワロフスキー、

ヴェルバ、ショルム、グアリーニ（ミラノ） に師'][。

1974年、ヴィーニャス l •I院コンクール悛勝 （スペイ

ン） 、ミュンヘ ン l •I際コンクール第2位 （ ドイツ） 、ヴェル

ディ国際コンクール第3位（イタリア）、弟lllilモーツァル

トl刈l際コンクール人ft(オーストリア）。

1976年、 II本人初のウィーン1,1,i:歌劇j場のw屈歌
Tとして契約、指j,(渚のエレーデ、パタネー、シュタ

イン、 ドホナーニ、アルプレヒ ト、窮廷歌手のニルソ

ン、アローヨ、コソット、ルートヴィヒ、ドミンゴ、シュ

ライ ヤー、 アライサ、ア トラン トフ、ベリー、カプッ

チッ リ、ギャウロフ、ネステレンコらと共i演。1980

年、ウィー ン l •I 立歌劇楊の II 本公i\if (エレクトラ〉で

ウィーン・フィルハーモニーn弦楽団と共演。名テ
ノールのニコライ・ゲッダ、エヴァ・ランドヴァーと

コンサー トでJ樟if。パルセロナ、ジュネーヴ、プラハ、

ライプツィ ヒなどの歌劇楊とII本で （蝶々夫人）（ポ

エーム）（オテロ）（椿姫）（ファウス ト〉（リエン

ツィ）〈トゥーランドット）<1,1J1 wn <1泣怜）等の i'.
役を演じる。2002年、演奏活動35周年リサイタル （紀

尾井ホール） 、プラハ l •I,j: 歌劇場の 〈蝶々夫人〉で成功

を収める。NHKニューイヤーオペラコンサートに連

続/Iii貨。内外でのリサイ タルは1601111に及ぷ。

スイス・ロマンド竹弦楽lill、ウィーン交秤楽団、 ラ

イプツィ ヒ・ゲヴァン トハウス'i'i弦楽団、 NHK交秤

梨l廿、 新II本フィルハーモニー11咄弦楽I・り、 ，此ク出l本父

押楽I-ti、束J;(フィルハーモニー交秤楽団、人阪セン

チュリー父9界楽l・tt、プロムシュテッ ト． デ・プルゴス、

小i'附11爾、)',:杉弘、地•::;忠lリIらと共i¥ii。

ミ トロプー ロ ス l •I際オペラコンクール （アテネ ・ オリン

ピック記念）、 II本モーツァルト存楽コンクール、此沢オ

ペラコンクール笠のlilc'l'i'Hを歴任。オーストリア共和

l•I褒収、 1 ヽ l際RCIIJ-Fり学li.i't受i't。

モーツァルト、シューベルト、シューマン、プラー

ムス、R.シュ トラウス、ヴォルフ、マーラーのCDは

ウィーンでも閥い,¥Hlliを受ける。2007年、 2017年の

リサイ タル（紀尾井ホール）は息后陛―Fのご臨1席を仰ぎ、

1iii-/"i• はm楽の友』，誌の年11¥Jコンサー トベス トテン
の弟1位に選ばれた。2017年にはI'―J,/j降生との共杓

によるCDプック 『ウィーンわが故郷の街』がIll版さ

れた。
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●室井摂（ロッ）

Setsu Muroi, piano 

桐 JVJ•'lsllil 人学ピアノ科―卒

累。2008年まで、古楽n炎非
祁勤講師を勤める。

ザルップルクQJVJ講翌1会でc
b-

E. ヴェルパのリートクラスを受講、フランドルl'i楽祭

に参加し、令ヨーロッパに実況q,継される。

歌11111半炎法をK.リヒターにr.1li'Jl'する。2004年E.ア

メリンクとJ.デームスのリートクラスを受講し、デーム

スより絶竹される。

ドイツ歌1111をライフワークとして、 2000年より 『歌1111

のIIJ:恥シリーズを主ili:し、「作1111,i,(の記念年」をコ

ンセプトとして、昨年3月までに61nlのコンサートをIJU

iii, して11flTTIH;i1'を得ている。

オペラのコレベティとして多くの団体の公演に参加

し、コンサートやコンクールのピアニストとしても絶人

なf,¥頼をえている。

現在、 11/Hll.'i楽大学及び人学院のが楽伴炎ki謹）J

講師。

Symphony Orchestra with De Burgos. Her performance In 2007, her recital in Tokyo was performed with the 

with Nicolai Gedda with the Tokyo Philharmonic presence of Her Majesty the Empress of Japan, and the 

Symphony Orchestra was reviewed as "long to be Ambassador of Austria, Stefan-Bastl. She has a uniquely 

remembered." wide-ranged repertoir, ranging from Passions, Masses, 

Her performance in 2003 as Madame Butterfly in Vespri, Cantatas, Requiems, 9th Symphony (Beethoven) 

Prague National Theatre was received with outstanding and Lieder by Bach, Hendel, Haydn, Mozart, Beethoven, 

critiques. She also has been making active performances Schubert、Schumann,Mendelssohn, Brahms, Verdi, Tosti, 

on television and radio, including ORF, SOR, ZDF, ARD Faue, Mahler、R.Strauss, Schonberg, Berg and Robert 

and NHK. She has performed in recitals which total in Schollum. Her Solo CD recordings include L1eders of 

excess of 160 in Japan and Europe, including Austria, Schubert, Schumann, Richard Strauss, Mozart, Wolf, 

Spain, Germany, the Netherlands, and Yugoslavia. Brahms, Mahler, and S live recordings of her recitals 

Hiroko Shiraishi I soprano Schreier, Jerusalem, Araiza, Berry, Ghiaurov, Nesterenko 

Hiroko Shiraishi made her first operatic debut as and many others 

Countess in "Le Nozze di Figaro" in Tokyo. She was In addition to performing in thel 980 Japan tour of 

｀ 
awarded the Rotary International Schola『shipand "Elektra". She was invited to major theatres including 

studied at the Wiener Musikhochschule, where she Innsbruck、Geneve,Prague, Barcelona, and Leipzig, 

graduated with Distinction. Her Professors included where she played the title role of "Madame Butterfly" 

Grossmann, Swarowsky, Werba, KS.Guden, as well as as well as Mimi in "La Boheme." Her other successful 

Guarini in Milan. In 1974 she won prizes in d,stingu,shed repertoires include roles as Countess Rosina, Pamina, 

international competitions in Munich (ARD), Barcelona Margarethe, Frau Flut, Violetta, Desdemona, Liu, 

(Vinas) and Busseto (Verd,), and began her international Turandot and Chrysothemis. She has performed in 

career in Austria, BRD, DDR, Yugoslavia, Spain, the many orchestra concerts, with the Vienna Philharmonic 

Netherlands, Switzerland and Japan. In 1976, she Orchestra, Ensemble Kontrapunkte、ViennaSymphony ' 

became the first Japanese singer to be awarded a Orchestra, ORF Symphony Orchestra、BavarianRadio 

permanent contract with The Wiener Staatsoper、where Symphony Orchestra, Gewandhausorchester Leipzig, 

she performed with conductors such as Dohnanyi, Orchestre de la Suisse Romande, NHK Symphony 

Ercdc、Patane,Stein, Domingo, and G.Albrecht; and Orchestra with Blomstedt、NewJapan Symphony 

singers such as Nilsson, Arroyo, Ludwig、Cosotto, Orchestra with Seiji Ozawa, and Yomiuri Nippon 
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